
③
「
師
常
日
、
人
身
血
気
之
往
来
、
経
絡
之
流
貫
、
或
補
陰
、
可
以

配
陽
。
或
因
此
、
可
以
攻
彼
。
不
過
欲
和
其
陰
陽
、
欲
調
其
血
気
、

使
無
偏
勝
、
而
得
其
平
。
是
所
謂
補
潟
也
。
」

こ
の
こ
と
は
師
で
あ
る
入
江
豊
明
の
教
え
、
つ
ま
り
入
江
流
の
影

響
を
多
分
に
受
け
て
和
一
の
補
潟
法
が
完
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ

ｚ
》
Ｏ

（
筑
波
大
学
理
療
科
教
員
養
成
施
設
）

①
「
師
日
、
左
右
可
分
補
潟
。
欲
潟
左
者
、
当
将
大
指
内
之
、
欲
潟

右
者
、
将
大
指
当
外
。
反
此
者
謂
補
也
。
」

②
「
師
日
、
補
潟
者
、
以
迎
随
可
主
也
。
迎
而
刺
之
日
潟
、
随
而
刺

之
日
補
。
」

近
年
、
稲
葉
通
達
著
の
『
素
問
研
』
（
全
八
巻
、
一
冊
）
が
影
印
刊

行
さ
れ
た
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
。
著
者
お
よ
び
そ
の

書
誌
に
つ
い
て
は
刊
行
時
に
附
さ
れ
た
解
説
に
詳
し
い
。
し
か
し
、

そ
の
成
立
（
一
八
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
て
い
て
い
る
）
や
著
者
の
稲
葉

通
達
に
つ
い
て
（
生
卒
な
ど
）
は
い
ま
の
と
こ
ろ
詳
細
に
は
判
明
し
て

い
な
い
。

こ
の
著
は
解
説
者
に
「
『
素
間
識
』
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
な
い
」

と
評
価
さ
れ
た
。
「
素
問
』
の
学
理
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
欠
く
べ

か
ら
ざ
る
注
釈
と
し
て
、
ま
た
江
戸
中
期
の
『
内
経
』
学
を
窺
う
上

で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
通
覧
し
て
承

る
と
、
略
字
・
俗
字
、
空
白
や
全
く
読
め
な
い
字
が
散
見
し
、
書
き

入
れ
な
ど
が
あ
り
、
「
素
問
研
』
の
原
貌
に
ほ
ど
遠
い
感
が
あ
る
。

妬
「
素
問
研
』
に
つ
い
て

宮

川

リムと
（にゴ

ウ

也
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さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
誤
字
・
誤
抄
が
多
数
見
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
影
印
さ
れ
た
状
態
で
研
究
す
れ
ば
稲

葉
通
達
の
論
旨
を
誤
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
考
証
学
で
は
「
書
、

校
勘
せ
ざ
れ
ぱ
読
ま
ざ
る
に
如
か
ず
」
（
清
・
葉
徳
輝
『
蔵
書
十
約
』
）

と
い
い
、
校
勘
し
な
い
書
は
読
ま
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
と
い

う
。
と
く
に
こ
の
害
『
素
問
研
』
は
前
述
の
状
況
か
ら
研
究
の
第
一

に
校
勘
の
作
業
が
も
と
め
ら
れ
よ
う
。
よ
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
の
校
勘

と
い
う
角
度
か
ら
初
歩
的
に
『
素
問
研
』
を
検
討
す
る
。

１
．
対
校
資
料

『
素
問
研
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
次
の
両
種
が
あ
る
。

①
今
回
影
印
さ
れ
た
東
京
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
江
戸
医
学
館

の
旧
蔵
の
抄
本
。
抄
写
年
代
・
抄
写
し
た
者
は
不
明
。

②
東
京
大
学
附
属
図
書
館
鶚
軒
文
庫
所
蔵
の
高
島
氏
旧
蔵
の
抄

本
。
抄
写
年
代
は
一
八
四
九
年
。
抄
写
者
は
不
明
。

①
の
抄
写
年
が
未
明
の
た
め
両
抄
本
の
先
後
は
断
定
で
き
な
い

が
、
②
が
①
の
誤
り
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
空
白
や
難
読
字
は
空
白

と
し
、
書
き
入
れ
（
傍
記
）
を
整
理
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
お

そ
ら
く
①
が
②
よ
り
早
く
に
抄
写
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

し
か
し
若
干
食
い
違
う
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、

解
説
者
の
い
う
よ
う
に
①
を
祖
本
と
す
る
ほ
う
が
よ
り
長
じ
て
い
る

と
お
も
わ
れ
る
。

２
・
他
校
資
料

『
素
問
研
』
は
喜
多
村
直
寛
の
『
素
間
講
義
』
（
一
八
五
四
年
成
）
に

「
稲
云
」
と
し
て
、
伊
沢
某
軒
の
『
素
間
釈
義
』
（
一
八
六
七
年
成
）
に

「
研
云
」
と
し
て
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
両
種
の
引
用
文
は
①
な

い
し
は
②
の
テ
キ
ス
ト
と
字
句
の
異
同
が
み
ら
れ
、
そ
の
底
本
に
つ

い
て
は
断
定
で
き
な
い
。
さ
ら
に
『
素
間
講
義
』
に
は
現
『
素
問

研
』
に
は
な
い
文
章
が
二
条
、
『
素
間
釈
義
』
に
は
五
条
、
そ
れ
ぞ

れ
引
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
森
立
之
の
『
素
問
孜
注
』
に
も
一
条

（
「
素
間
講
義
』
と
重
複
）
の
快
文
が
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
時

に
お
い
て
①
②
の
テ
キ
ス
ト
に
限
ら
な
い
数
種
の
テ
キ
ス
ト
が
流
伝

し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
引
用

文
は
『
素
問
研
』
の
校
勘
の
資
と
し
て
貴
重
で
あ
る
（
副
次
的
で
あ

る
が
）
。

３
．
『
素
問
』
の
底
本
に
つ
い
て

『
素
間
研
一
は
荻
生
祖
棟
の
『
論
語
徴
』
に
倣
っ
て
、
原
文
の
部

分
的
な
句
を
標
出
し
て
以
下
に
注
釈
を
加
え
て
い
る
が
、
そ
の
句

（
原
文
）
を
顧
従
徳
本
『
素
問
』
と
比
較
し
て
染
る
と
多
く
の
箇
所
で
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食
い
違
う
。
つ
ま
り
『
素
問
研
』
の
『
素
問
』
の
底
本
は
顧
従
徳
本

で
は
な
い
と
断
定
で
き
る
が
、
底
本
は
ど
れ
か
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
文
字
の
明
確
な
一
四
条
の
句
に
つ
い
て
、

二
十
四
巻
本
の
顧
従
徳
本
・
周
日
本
・
寛
文
三
年
刊
本
、
十
二
巻
本

の
古
抄
本
・
元
刊
本
・
熊
宗
立
本
、
『
太
素
』
、
『
甲
乙
経
』
、
注
解
害

の
『
素
間
呉
註
』
・
一
素
問
集
注
』
・
『
類
経
』
と
総
合
的
に
校
勘
し
て

ゑ
た
が
一
四
条
す
べ
て
合
致
す
る
も
の
は
無
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
『
素
問
研
』
の
標
出
さ
れ
た
『
素
問
』
の
句
は
稲
葉
通

達
の
手
（
改
正
）
を
経
た
も
の
だ
ろ
う
。

４
ま
と
め

正
し
く
『
素
問
研
』
を
読
む
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
対
校
・
他

校
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
す
で
に
誤
っ
て
伝
抄
さ
れ

て
い
る
箇
所
も
数
多
く
あ
る
の
で
、
で
き
る
限
り
出
典
に
あ
た
っ
て

確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
煩
些
な
作
業
を
経
て
こ
そ
『
素

問
研
』
の
『
素
間
識
』
を
こ
え
る
価
値
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
よ

員
ノ
○

（
川
口
市
）

鍼
灸
療
法
で
用
い
ら
れ
る
経
穴
、
い
わ
ゆ
る
シ
兼
の
名
称
に
つ
い

て
の
研
究
は
い
く
つ
か
あ
る
も
の
の
、
医
学
害
以
外
の
中
国
古
典
の

中
で
経
穴
の
名
と
同
じ
語
が
特
定
の
意
味
を
に
な
っ
て
用
い
ら
れ
て

い
る
例
を
集
成
す
る
作
業
の
報
告
は
未
見
で
あ
る
こ
と
か
ら
一
九
八

九
年
よ
り
二
年
間
に
約
四
○
の
経
穴
に
つ
い
て
古
典
中
の
用
例
を
集

め
た
の
で
、
そ
の
中
か
ら
ひ
と
つ
紹
介
し
た
い
。

【
篦
器
】

出
典
⑩
『
書
經
』
夏
言
・
禺
貢
編
著
者
未
詳
戦
国
時
代
末
期
成

立
か

用
法
○
織
皮
、
嶌
嶮
、
析
支
、
渠
、
捜
。
西
戎
、
即
叙
。
（
織
皮
は
鹿

崎
、
析
支
、
渠
、
捜
。
西
戎
、
叙
に
即
く
）

夏
は
先
般
期
（
前
一
五
○
○
年
以
前
）
の
王
朝
で
、
龍
山
文
化
の
遺
跡

26

鍼
灸
経
穴
名
考
証
の
試
み

ｌ
穴
名
同
語
の
出
典
と
用
法
Ｉ

岩
井
佑
泉
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